
[

ち
ほ
う
‐
じ
む
し
ょ　

地
方
事
務

所]

　
都
道
府
県
庁
と
町
村
と
の
中

間
に
設
け
る
地
方
行
政
の
機
関
。
福

祉
事
務
所
。
税
務
事
務
所
な
ど
。

[

ち
ほ
う
‐
し
ょ
く　

地
方
色]

　
自

然
、
気
風
、
習
慣
、
産
物
な
ど
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
る
、
そ
の
地
方
独
特

の
趣
。
郷
土
色
。
ロ
ー
カ
ル
カ
ラ
ー
。

「
地
方
色
豊
か
な
行
事
」

[

ち
ほ
う
‐
ぜ
い　

地
方
税]

　
地
方

公
共
団
体
が
課
す
租
税
の
総
称
。
都

道
府
県
税
と
市
町
村
税
と
が
あ
る
。

↕
国
税

[

ち
ほ
う
‐
せ
ん
き
ょ　

地
方
選
挙]

都
道
府
県
知
事
、
都
道
府
県
議
会
議

員
、
市
町
村
議
会
議
員
、
東
京
都
特

別
区
の
区
議
会
議
員
な
ど
を
選
出
す

る
選
挙
。

[

ち
ほ
う
‐
そ
う
せ
い　

地
方
創
生]

国
内
の
各
地
域
・
地
方
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
を
生
か
し
た
自
律
的
で
持

続
的
な
社
会
を
形
づ
く
る
こ
と
。
魅

力
あ
ふ
れ
る
地
方
の
あ
り
方
を
築
く

こ
と
。「
地
方
創
生
に
取
り
組
む
」

[

ち
ほ
う
‐
ば
ん　

地
方
版]

　
中
央

に
本
社
を
持
つ
新
聞
社
が
全
国
紙
の

一
部
に
地
方
の
読
者
の
た
め
に
特
に

設
け
た
、
そ
の
地
方
の
記
事
を
掲
載

す
る
紙
面

[

ち
ほ
う
‐
ぶ
ん
け
ん　

地
方
分
権]

権
力
を
国
家
に
集
中
し
な
い
で
、
地

方
に
分
散
さ
せ
る
制
度
↕
中
央
集
権

[

ち
‐
ま
き　
（
▼

粽
）]

　
サ
サ
の
葉

な
ど
で
、
こ
ね
た
米
の
粉
を
巻
き
、

イ
グ
サ
な
ど
で
縛
っ
て
蒸
し
た
も
ち

菓
子
。
端
午
の
節
句
に
食
べ
る

[

ち
‐
ま
た　
（
▼

巷
・
▼

衢
・
▽

岐
）]

　
①
分
か
れ
道
。
岐
路
。「
生
死
の

ち
ま
た
を
さ
ま
よ
う
」　

②
町
の
中

の
道
路
。
街
路
。
転
じ
て
、
に
ぎ
や

か
な
所
。
ま
ち
な
か
。
ま
た
、
世
間
。

「
非
難
の
声
が
巷
に
満
ち
る
」「
巷
の

う
わ
さ
」「
紅
灯
の
巷
」「　

③
あ
る

物
事
の
行
わ
れ
て
い
る
場
所
。「
戦

乱
の
巷
と
化
す
る
」

[

ち
ま
‐
ち
ま　

]

　〔
副
〕〈
―
す
る
〉
小
さ

く
ま
と
ま
っ
て
い
る
さ
ま
。「
ち
ま

ち
ま
と
し
た
暮
ら
し
」「「
ち
ま
ち
ま

し
た
家
」

[

ち
‐
ま
め　

血
豆]

　
皮
膚
を
強
く

は
さ
ん
だ
り
打
っ
た
り
し
た
と
き
、

内
出
血
を
起
こ
し
て
で
き
る
赤
黒
い

豆
状
の
も
の
。

[

ち
‐
み　

地
味]

　
土
地
が
肥
え
て

い
る
程
度
。
土
地
の
生
産
力
の
程
度
。

「
地
味
の
良
い
畑
」

[

ち
‐
み
ち　

血
道]

　
血
液
の
通
る

道
。
血
管
。
血
の
道
。

[

ち
‐
み
つ　
▼

緻
密]

〔
形
動
〕①
き

め
の
細
か
い
さ
ま
。「
緻
密
な
布
目

②
詳
細
に
わ
た
り
、
ゆ
き
届
い
て
い

る
さ
ま
。「
緻
密
な
研
究
」「
緻
密
な

仕
事
ぶ
り
」

[

ち
‐
み
ゃ
く　

遅
脈]

　
平
常
よ
り

遅
い
脈
搏

[

ち
‐
め　

血
目]

　
充
血
し
た
目
。

[

ち
‐
め
い　

地
名]

　
あ
る
土
地
の

名
称
。

[

ち
‐
め
い　

知
名]

〔
名
・
形
動
〕世

間
に
そ
の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

こ
と
。
ま
た
、
そ
の
人
。「
知
名
の
士
」

「
知
名
度
が
高
い
」「
知
名
人
」

[

ち
‐
め
い　

知
命]

　
五
〇
歳
の
異

称
。
知
命
の
年
。

[
ち
め
い
‐
し
ょ
う　

致
命
傷]

　
①

命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
重
い
傷
。「
頭

の
傷
が
致
命
傷
に
な
る
」　

②
再
起

で
き
な
い
よ
う
な
大
き
い
痛
手
、
損

害
。「
派
手
な
振
る
舞
い
が
致
命
傷

に
な
る
」

[

ち
め
い
‐
て
き　

致
命
的]

〔
形
動
〕

命
と
り
に
な
る
ほ
ど
重
大
で
あ
る
さ

[

ち
ほ
う
‐
け
ん
さ
つ
ち
ょ
う　

地

方
検
察
庁]

　
地
方
裁
判
所
、
家
庭

裁
判
所
に
対
応
す
る
検
察
庁
。
地
検
。

[

ち
ほ
う
‐
こ
う
き
ょ
う
だ
ん
た
い

　

地
方
公
共
団
体]

　
国
内
の
一
部

を
区
域
と
し
、
そ
の
区
域
内
に
居
住

す
る
住
民
に
、
法
律
の
範
囲
内
で
自

治
的
に
支
配
権
を
持
つ
団
体
。
都
道

府
県
、
市
町
村
な
ど
の
普
通
地
方
公

共
団
体
と
、
特
別
区
、
特
別
地
方
公

共
団
体
と
が
あ
る
。
地
方
自
治
体
。

[
ち
ほ
う
‐
こ
う
ふ
ぜ
い　

地
方
交

付
税]
　
地
方
財
政
調
整
の
た
め
、

国
税
収
入
か
ら
一
定
の
割
合
で
地
方

公
共
団
体
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
金

銭
。
地
方
交
付
税
交
付
金
。

[

ち
ほ
う
‐
こ
う
む
い
ん　

地
方
公

務
員]

　
地
方
公
共
団
体
の
公
務
を

担
当
す
る
職
員
。
↕
国
家
公
務
員

[

ち
ほ
う
‐
さ
い　

地
方
債]
　
地
方

公
共
団
体
が
金
銭
を
借
り
入
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
負
う
債
務
。
ま
た
、
そ

の
際
発
行
す
る
債
券
。
↕
国
債

[

ち
ほ
う
‐
さ
い
ば
ん
し
ょ　

地
方
裁

判
所]

　
下
級
裁
判
所
の
一
つ
。
第

一
審
の
裁
判
所
で
あ
る
が
、
簡
易
裁

判
所
の
下
し
た
民
事
判
決
の
控
訴
事

件
も
取
り
扱
う
。
各
都
府
県
に
一
か

所
、
北
海
道
に
四
か
所
、
合
計
五
〇

か
所
に
設
置
。
地
裁
。

[

ち
ほ
う
‐
し　

地
方
紙]

　
あ
る
地

方
の
住
民
を
対
象
に
、
編
集
、
発
行

さ
れ
る
新
聞
。
地
方
新
聞
。
全
国
紙

に
対
す
る
。

[

ち
ほ
う
‐
じ
ち　

地
方
自
治]

　
地

方
の
政
治
が
住
民
の
手
で
行
わ
れ
る

こ
と
。
団
体
自
治
と
住
民
自
治
の
二

つ
の
要
素
か
ら
成
る
。「
地
方
自
治

の
本
旨
を
尊
重
す
る
」

[

ち
ほ
う
‐
じ
ち
た
い　

地
方
自
治

体]

　
↓
地
方
公
共
団
体

[

ち
‐
ひ
つ　

遅
筆]

　
文
章
な
ど
を

作
る
の
が
遅
い
こ
と
。
↕
速
筆
。「
遅

筆
で
知
ら
れ
る
作
家
」

[

ち
‐
ひ
ょ
う　

地
表]

　
地
球
の
表

面
。
土
地
の
表
面
。

[

ち
‐
ひ
ろ　

千
ひ
ろ（
千
▽

尋
）]

　

一
尋
の
千
倍
。
転
じ
て
、
非
常
に
長

い
こ
と
や
、
深
い
こ
と
。「
千
ひ
ろ

の
海
」

[

ち
‐
ぶ
つ　

地
物]

　
地
上
に
存
在

す
る
、
植
物
、
建
物
、
敷
設
物
な
ど
。

特
に
軍
隊
で
、
戦
闘
の
と
き
に
敵
か

ら
身
を
か
く
す
の
に
利
用
す
る
物
体

を
言
う
。

[

ち
‐
へ
い　

地
平]

　
①
遠
く
平
ら

に
広
が
っ
て
い
る
大
地
。「
果
て
し

な
い
地
平
」　

②「
地
平
面
」
の
略
。

観
測
地
点
に
お
い
て
鉛
直
線
に
垂
直

な
平
面
を
言
う
語

[

ち
へ
い
‐
せ
ん　

地
平
線]

　
眺
望

の
開
け
た
所
で
見
え
る
、
空
と
地
と

の
境
界
線
。
↕
水
平
線
。「
地
平
線

に
沈
む
太
陽
」

[

ち
‐
へ
ん　

地
変]

　
地
上
に
現
れ

る
変
異
。
土
地
の
陥
没
や
隆
起
、
火

山
の
噴
火
や
地
震
な
ど
。
地
異
。「
天

災
地
変
」

[

ち
‐
ほ　

地
歩]

　
自
分
の
立
場
、

地
位
、
地
盤
。「
地
歩
を
固
め
る
」「
確

固
と
し
た
地
歩
を
築
く
」

[

ち
‐
ほ
う　

地
方]

　
①
国
内
の
あ

る
一
定
の
地
域
。「
東
北
地
方
」　

②

首
都
な
ど
中
心
と
な
る
大
き
な
都
市

以
外
の
土
地
。
い
な
か
。
↕
中
央
。

「
地
方
都
市
」

[

ち
‐
ぼ
う　

知
謀（
▼

智
謀
）]

　
知

恵
の
あ
る
は
か
り
ご
と
。「
知
謀
を

め
ぐ
ら
す
」

[

ち
ほ
う
‐
ぎ
ょ
う
せ
い　

地
方
行

政]

　
都
道
府
県
、
市
町
村
な
ど
地

方
公
共
団
体
の
行
う
行
政
。

ま
。「
致
命
的
な
打
撃
」

[

ち
‐
も
く　

地
目]

　
主
に
用
途
に

よ
っ
て
分
類
し
た
土
地
の
名
称
。
田
、

畑
、
宅
地
、
池
沼
、
山
林
、
牧
場
、

原
野
な
ど
。

[

ち
‐
も
ん　

地
文]

　
①
大
地
の
有

様
。
山
地
、
河
川
な
ど
地
表
の
模
様
。

ち
ぶ
ん
。　

②「
地
文
学
」の
略
。
地

球
に
関
す
る
天
文
、
気
象
、
海
洋
、

火
山
、
地
震
、
地
質
な
ど
の
諸
現
象

に
つ
い
て
研
究
す
る
学
問
。
ち
ぶ
ん

が
く
。
ち
ぶ
ん
。

[

ち
ゃ　

茶]

　
①
ツ
バ
キ
科
の
常
緑

低
木
。
幹
は
よ
く
枝
分
か
れ
し
て
高

さ
一
㍍
く
ら
い
に
な
る
。
葉
は
長
楕

円
形
で
互
生
し
、
表
面
は
濃
緑
色
で

光
沢
が
あ
る
。
秋
、
白
色
の
五
弁
花

が
咲
く
。
茶
の
木
。　

②
①
の
若
葉
、

若
芽
を
摘
ん
で
飲
料
用
と
し
た
も

の
。
ま
た
そ
の
飲
料
。
緑
茶
と
紅
茶

に
大
別
さ
れ
る
が
、
単
に
茶
と
言
え

ば
緑
茶
を
言
う
。
普
通
用
い
る
も
の

を
茶
葉
ま
た
は
煎
茶
、
粉
に
し
て
用

い
る
も
の
を
抹
茶
ま
た
は
挽
茶
と
い

う
。「
茶
を
入
れ
る
」「
茶
を
飲
む
」　

③
抹
茶
を
た
て
る
こ
と
。
点
茶
。
茶

の
湯
。
茶
道
。
↓
お
茶
。「
茶
を
た

て
る
」　
④
茶
色
。「
茶
色
の
背
広
」

[

ち
ゃ
‐
い
ろ　

茶
色]

　
黒
味
を
帯

び
た
黄
赤
色
。
褐
色
。

[

ち
ゃ
‐
う
け　

茶
う
け（
茶
請
け
）]

　
茶
を
飲
む
と
き
に
食
べ
る
菓
子
や

漬
物
類
。「
茶
請
け
の
せ
ん
べ
い
」「
お

茶
う
け
」

[

ち
ゃ
‐
う
す　
（
茶
▼

臼
）]

　
茶
葉

を
ひ
い
て
抹
茶
を
作
る
の
に
用
い
る

石
う
す
。

[

ち
ゃ
‐
か
い　

茶
会]

　
茶
道
で
客

を
招
い
て
、
茶
を
も
て
な
す
会
合
。

茶
の
湯
の
会
。「
茶
会
を
催
す
」

[

ち
ゃ
‐
が
け　

茶
掛
け]

　
茶
席
に
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